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圧縮成型乾草の飼料価値の研究は国外では多く行われ.MINSON30， MOORES7)によって総

説が発表されている。最近では W且 NM.間前はエネルギ一利用率の観点、から， また ALWASH

らの， MlLNEら叫は物理的形状キ給与水準と栄養価の関係に関して報じ，さらに HOGANら213，

HINDERSら1的，古田MSONら50)は物理的形状が反領胃および下部消化管における消化に及ぼす

影響を報告している。

わが国でも近年，イネ科主体牧草に関する研究が八幡ら::，7)，吉田ら叫，橋爪ら"，川によっ

て行われ，通常の日乾乾草と比べて，粗蛋白質，粗繊維の消化率が低下することが指摘され，

この低下の大きな要因として，調製時の加熱乾燥過程における成分変性キ，切断・圧縮による

植物組織の破砕・微細化が想定されている。

本実験は成型乾草を調製する過程で，原料を切断した後，高温加熱乾燥・圧縮などを行う

が，それらの各処理工程が，飼料特性とくに消化率，蛋白質の利用に及ぼす影響を解析するた

めに，切断・加熱・圧縮成型による成分変化とメ y羊による消化性を検討するとともに，人工

ノレーメ Y法を適用して，各種形態試料の人工ノレーメン内の7'./モニ 7濃度の変化について検討

した。
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